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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公表番号】特表2011-500327(P2011-500327A)
【公表日】平成23年1月6日(2011.1.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-001
【出願番号】特願2010-531556(P2010-531556)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/58     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   5/05     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  45/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  23/58    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  23/58    　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ  37/04    １０２　
   Ｂ０１Ｊ  37/02    １０１Ｃ
   Ｂ０１Ｊ  35/02    　　　Ｈ
   Ｂ０１Ｊ  37/08    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  37/18    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  11/08    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  11/10    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   5/05    　　　　
   Ｃ１０Ｇ  45/52    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（発明の要約）
　本発明は、多孔性担体と、パラジウムと、アルカリおよびアルカリ土類により構成され
る群から選択される少なくとも１種の金属とを含む触媒であって、
・当該多孔性担体の比表面積が、５０～２１０ｍ２／ｇの範囲にあり；
・該触媒におけるパラジウム含量が、０．０５～２重量％の範囲にあり；
・当該パラジウムの少なくとも８０重量％が担体周辺の殻に分布し、当該殻の厚さが２０
～２００μｍの範囲にあり；
・金属分散Ｄが、２５～７０％の範囲にあり；
・該殻中のパラジウム粒子密度が、１５００～４１００のパラジウム粒子／μｍ２の範囲
にあり；および
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・当該アルカリおよび／またはアルカリ土類金属が、担体全体に均一に分布している、
触媒に関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明は、
・パラジウム；
・アルカリおよびアルカリ土類により構成される群より選択される少なくとも１種の金属
；
・シリカ、アルミナおよびシリカ－アルミナにより構成される群より選択される少なくと
も１種の耐火性酸化物を含む多孔性担体、より好ましくは、アルミナである多孔性担体；
を含む触媒であって、
・当該多孔性担体の比表面積は、５０～２１０ｍ２／ｇの範囲、好ましくは１００～１６
０ｍ２／ｇの範囲、より好ましくは１２０～１５０ｍ２／ｇの範囲にあり；
・該触媒におけるパラジウム量は、０．０５～２重量％の範囲、好ましくは０．１～０．
８重量％の範囲にあり；
・当該パラジウムの少なくとも８０重量％が担体周辺の殻に分布し、当該殻の厚さが２０
～２００μｍの範囲、好ましくは２０～１２０μｍの範囲、より好ましくは２０～１１０
μｍの範囲にあり；
・金属分散Ｄは、２５～７０％の範囲、好ましくは３５～６０％の範囲にあり；
・該殻中のパラジウム粒子密度（下記に定義のＤｅで示される）は、面積（μｍ２）当た
り１５００～４１００個のパラジウム粒子の範囲、好ましくは１５５０～４０００パラジ
ウム粒子／μｍ２の範囲、１６００～３９５０パラジウム粒子／μｍ２の範囲にあり；
・該触媒におけるアルカリおよび／またはアルカリ土類金属の総量は、０．０５～５重量
％の範囲、より好ましくは０．１～２重量％の範囲にあり；
・当該アルカリおよび／またはアルカリ土類金属は、０．８～１．２の範囲の係数Ｒ（下
記に定義）で担体全体に均一に分布している
触媒に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　当該反応に一般的に使用される操作条件は、以下の通りである：温度は０～５００℃の
範囲、好ましくは、２５～３５０℃の範囲であり、圧力は０．１～２０ＭＰａの範囲、好
ましくは、０．１～１０ＭＰａの範囲であり、毎時空間速度（hourly space velocity：
ＨＳＶ）は、１回の液体供給材料につき０．１～５０ｈ－１の範囲、好ましくは、０．５
～２０ｈ－１の範囲であり、また１回の気体供給材料について５００～３００００ｈ－１

の範囲、好ましくは、５００～１５０００ｈ－１の範囲である。水素が存在する場合、水
素対供給材料のモル比は、１～５００リットル／リットルの範囲、好ましくは、１０～１
５０リットル／リットルの範囲である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００８０】
　（Ｃ３～Ｃ５留分の水素化）
　水蒸気分解または接触分解などの炭化水素の転化方法は、高温度で操作が行われ、種々
様々な不飽和分子、例えば、エチレン、プロピレン、直鎖状ブテン類、イソブテン、ペン
テン類、並びに約１５個までの炭素原子を含む不飽和分子を産生する。
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